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愛媛大学教育・学生支援機構
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「令和４年度修了予定者アンケート」

1

• 調査対象︓ 令和４年度修⼠課程／博⼠前期課程修了予定の全学⽣
• 実施時期︓ 令和５年1⽉10⽇〜3⽉31⽇
• 回答者数︓ 172名（回答率47.4％）

※回答者1名の研究科、専攻について研究科、専攻ごとの資料は含めていない

• 内訳
回答率（％）回答者数／対象者数研究科

50.01／2法⽂学

46.26／13⼈⽂社会科学

60.021／35教育学

11.11／9医学系

45.9118／257理⼯学

53.225／42農学

53.2172／363合計

⼤学院の志望理由

研究分野についてより深く学びたいと思った

32.6%

⼤学院での研究・教育が思考⼒の

向上に役⽴つと思った

27.3%

将来、研究・教育職に就くことを

希望していた

13.4%

企業等に就職する前にもう少し学

問を続けたいと思った

20.9%

指導教員の資質・能⼒・指導体制

及び研究室の雰囲気に魅⼒があっ

た

2.3%

現在の業務をさらに向上させるため

1.2%

その他

2.3%
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教育プログラムの満⾜度

22.1%

47.7%

63.4%

40.7%

7.6%

6.4%

6.4%

3.5%

1.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）コースワーク

２）リサーチワーク（研究指導を含む）

とても満⾜している まあ満⾜している どちらでもない あまり満⾜していない 全く満⾜していない

教育プログラムの学術的⽔準

1.2%

2.3%

16.3%

21.5%

72.7%

72.1%

7.6%

2.3%

2.3%

1.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）コースワーク

２）リサーチワーク（研究指導を含む）

⾮常に難しい 難しい 適切 易しい ⾮常に易しい
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進路決定への影響

11.6%

26.7%

43.6%

45.9%

29.7%

21.5%

10.5%

1.7%

4.7%

4.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）コースワーク

２）リサーチワーク（研究指導を含む）

⾮常に役⽴った 役⽴った ふつう 役に⽴たなかった まったく役に⽴たなかった

各種⽀援への満⾜度

14.5%

11.0%

8.1%

4.1%

1.7%

8.1%

22.7%

23.8%

14.5%

4.1%

13.4%

13.4%

19.2%

12.8%

16.3%

4.1%

7.6%

8.7%

5.2%

1.2%

2.3%

51.2%

41.9%

37.8%

61.0%

68.0%

8.1%

1.2%

1.7%

1.7%

8.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）授業料免除

２）奨学⾦

３）進路⽀援

４）学⽣相談

５）ハラスメント相談

とても満⾜している まあ満⾜している どちらでもない あまり満⾜していない

全く満⾜していない 制度を利⽤していない 制度があることを知らなかった
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TA経験

経験した

78.5%

経験しなかった

21.5%

TA経験の有無

アカデミック・キャリアを

⾒据えた教育能⼒の形成

授業への興味

12.4%

教員からの依頼

59.8%

経済的理由

19.1%

その他

0.0%

TAになった理由

TA経験について②

とても満⾜して

いる

28.0%

まあ満⾜してい

る

55.3%

どちらでもない

12.9%

あまり満⾜して

いない

3.0%

TA経験に対する満⾜度

とても役⽴った

と思う

23.1%

まあ役⽴ったと

思う

56.9%

どちらともいえ

ない

13.8%

あまり役⽴って

いない

4.6%

全く役⽴っていない

1.5%

⾃⾝の能⼒向上への影響
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愛⼤トランスファラブルスキルの習得度

10.5%

20.3%

25.0%

15.1%

17.4%

24.4%

39.5%

41.3%

36.0%

37.2%

52.9%

34.9%

30.8%

37.8%

39.5%

5.8%

2.9%

2.3%

6.4%

3.5%

1.2%
5.2%

1.7%

4.1%

1.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

1) 組織や社会の⼀員としてリーダーシップを発揮する能⼒

2） 個々の多様性を尊重してコミュニケーションする能⼒

3） 専⾨性を活かして問題解決をする能⼒

4) 専⾨性を活かして⾃分のキャリアを形成する能⼒

5) 専⾨性を有する者として倫理的な⾔動をとる能⼒

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない

愛⼤学⽣コンピテンシーの習得度
26.7%

21.5%

16.9%

19.8%

20.3%

18.6%

21.5%

15.7%

18.6%

22.7%

16.3%

10.5%

39.5%

36.6%

37.2%

34.9%

34.9%

36.0%

33.1%

37.2%

35.5%

32.0%

40.1%

19.2%

31.4%

39.0%

43.0%

41.3%

42.4%

41.9%

39.0%

41.3%

41.9%

39.0%

36.0%

43.6%

1.7%

1.7%

1.7%

2.3%

1.7%

2.9%

1.7%

1.7%

2.3%

4.1%

13.4%

2.3%

1.2%

3.5%

1.2%

1.2%

1.7%

1.2%

1.2%

3.5%

1.7%

3.5%

2.3%

9.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１）必要な情報を収集・整理すること

２）個別の知識や技能を相互に関連づけながら習得すること

３）習得した知識や技能を基に⾃分の考えを組み⽴て、…

４）広い視野と論理的思考に基づき分析・解釈すること

５）客観的根拠に基づき判断し、解決策を提⽰すること…

６）様々な状況に応じて適切な対話・討論をすること

７）⽬的達成のために多様な⼈と協働すること

８）⾃らの個性や適性を活かして⾏動すること

９）社会的関係の中で⾃分の⾏動を調整すること

１０）他者を理解し、他者のために役⽴つこと

１１）集団・組織の⼀員として⾃覚と誇りをもって⾏動すること

１２）地域や国内外の課題を⾃ら考察し、解決に向けて⾏動すること…

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない
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愛⼤トランスファラブルスキル（⼈⽂社会科学研究科）

16.7%

33.3%

33.3%

16.7%

16.7%

16.7%

16.7%

33.3%

33.3%

33.3%

66.7%

50.0%

33.3%

50.0%

50.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

1) 組織や社会の⼀員としてリーダーシップを発揮する能⼒

2） 個々の多様性を尊重してコミュニケーションする能⼒

3） 専⾨性を活かして問題解決をする能⼒

4) 専⾨性を活かして⾃分のキャリアを形成する能⼒

5) 専⾨性を有する者として倫理的な⾔動をとる能⼒

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない

DP達成度（⼈⽂社会科学研究科法⽂学専攻）

50.0%

50.0%

50.0%

50.0%

50.0%

50.0%

50.0%

50.0%

100.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１． 専⾨分野の知識と研究遂⾏能⼒ ⼈⽂社会科学における⾼度で専⾨的な知識

とそれに基づいた研究遂⾏能⼒――資料収集⼒、情報分析⼒、論理的思考⼒、⽂章

表現⼒――を修得している。

２． 俯瞰的思考⼒を有する課題発⾒⼒ ⼈間社会を⾼次から俯瞰する思考⼒を

もって、⼈間のさまざまな営為を分析し、諸課題を発⾒する⼒を備えている。

３． コミュニケーション能⼒と社会的役割 他者やテクストとの対話を重ねるこ

とによって、多様性と普遍性との間を架橋しようとするコミュニケーション能⼒を

有するとともに、その社会的役割の重要性を認識している。

４． ⼈⽂社会科学の知⾒とそれを活⽤する資質 専⾨分野に関する諸問題を精確

に探究するとともに、⼈⽂社会科学の⾼度で専⾨的な知⾒をもって地域の共⽣社会

に寄与する資質を有している。

５． 修⼠課程修了者としての姿勢 修⼠課程修了者として⾼い倫理観と責任感と

を併せもち、他者と協働しながら社会的課題を解決しようとする実践的な姿勢を⾝

につけている。

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない
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DP達成度（⼈⽂社会科学研究科産業システム創成専攻）

25.0%

50.0%

25.0%

50.0%

50.0%

25.0%

50.0%

50.0%

50.0%

25.0%

50.0%

25.0%

25.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１． 専⾨分野の知識と理解 社会科学の⾼度な専⾨知識を有し、産業システムの

本質を理解できる。

２． 課題発⾒⼒と実践的研究の遂⾏能⼒ 社会科学の幅広い学識を有し、産業シ

ステムに対して理論と実践を⽤いて多⾯的な考察及び的確な分析を⾏い、産業シス

テムの課題を発⾒できる。また、研究課題と⽬標を適切に設定し、論理的思考及び

適切な研究⼿法を⽤いて実践的研究を着実に進めることができる。

３． コミュニケーション能⼒とリーダーシップ コミュニケーション能⼒を有

し、多様なステークホルダーと意思疎通を図り、協働することができる。社会や組

織においてリーダーシップを発揮することができる。

４． 情報分析⼒・発信⼒ 必要な情報を効率よく収集・整理し、データ分析⼿法

を⽤いて研究対象や課題を定量的、定性的に正確に分析し、課題解決の道筋を⽰す

ことができる。また、その成果を的確に発信できる。

５． 修⼠課程修了者としての姿勢 修⼠課程修了者として豊かな⼈間性を有し、

地域社会の持続可能な発展に強い関⼼を持ち続け、実践的研究能⼒を⽤いて新たな

価値創造を主体的に導くことができる。

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない

愛⼤トランスファラブルスキル（教育学研究科）

9.5%

28.6%

33.3%

19.0%

23.8%

23.8%

42.9%

42.9%

38.1%

38.1%

61.9%

28.6%

23.8%

28.6%

28.6% 4.8%

4.8%

14.3%

4.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

1) 組織や社会の⼀員としてリーダーシップを発揮する能⼒

2） 個々の多様性を尊重してコミュニケーションする能⼒

3） 専⾨性を活かして問題解決をする能⼒

4) 専⾨性を活かして⾃分のキャリアを形成する能⼒

5) 専⾨性を有する者として倫理的な⾔動をとる能⼒

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない
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DP達成度（教育学研究科教育実践⾼度化専攻）

15.4%

15.4%

7.7%

30.8%

38.5%

38.5%

30.8%

30.8%

46.2%

46.2%

61.5%

38.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

＜知識・理解＞ 1.学校改善・授業改善等に関して⾼度な専⾨的知識を習得してい

る。

＜技能＞ 2.学校改善・授業改善等にかかわる⾼い技能を⾝につけている。

＜思考・判断・表現＞ 3.学校教育にかかわる現代的諸課題について，幅広く専⾨

的な知⾒をもとに，その対応⽅策を適切に考え，⾼度な実践⼒をもって学校改善・

授業改善等に取り組むことができる。

＜関⼼・意欲・態度＞ 4.学校に対する社会のニーズと⾃⼰の学習課題・研究課題

を明確に意識し，実践を省察しつつ先導的に学習し研究する⾼度な教育実践⼒を

もった専⾨的職業⼈として，⾃⼰の使命と責任とを⾃覚し，⾃主的に社会に貢献し

ようとする。

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない

DP達成度（教育学研究科⼼理発達臨床専攻）

12.5%

25.0%

12.5%

25.0%

12.5%

12.5%

12.5%

25.0%

75.0%

62.5%

62.5%

50.0%

12.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

＜知識・理解＞ 1.学校改善・授業改善等に関して⾼度な専⾨的知識を習得してい

る。

＜技能＞ 2.学校改善・授業改善等にかかわる⾼い技能を⾝につけている。

＜思考・判断・表現＞ 3.学校教育にかかわる現代的諸課題について，幅広く専⾨

的な知⾒をもとに，その対応⽅策を適切に考え，⾼度な実践⼒をもって学校改善・

授業改善等に取り組むことができる。

＜関⼼・意欲・態度＞ 4.学校に対する社会のニーズと⾃⼰の学習課題・研究課題

を明確に意識し，実践を省察しつつ先導的に学習し研究する⾼度な教育実践⼒を

もった専⾨的職業⼈として，⾃⼰の使命と責任とを⾃覚し，⾃主的に社会に貢献し

ようとする。

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない
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愛⼤トランスファラブルスキル（理⼯学研究科）

10.2%

19.5%

23.7%

15.3%

18.6%

25.4%

39.8%

43.2%

34.7%

38.1%

50.8%

34.7%

28.8%

36.4%

36.4%

5.9%

2.5%

3.4%

9.3%

4.2%

1.7%
5.9%

2.5%

3.4%

1.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

1) 組織や社会の⼀員としてリーダーシップを発揮する能⼒

2） 個々の多様性を尊重してコミュニケーションする能⼒

3） 専⾨性を活かして問題解決をする能⼒

4) 専⾨性を活かして⾃分のキャリアを形成する能⼒

5) 専⾨性を有する者として倫理的な⾔動をとる能⼒

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない

DP達成度（理⼯学研究科数理科学コース）

25.0%

12.5%

12.5%

12.5%

25.0%

25.0%

62.5%

62.5%

62.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

1．（科学的知性)数学や情報科学に関する⾼度な専⾨知識・技能を⾝につけてい

る。また、これらの知識・技能に基づいて、数学的・情報科学的課題を⾒つけ出す

ことができる。

2．（科学的解決⼒)数学や情報科学の⾼度な専⾨知識と技能に基づき課題を探求

し、科学的解決を主導し、解決へのプロセスを論理的に説明することができる。

3．（科学・科学技術に対する評価⼒）科学・科学技術にひろく関⼼をもち、その

中から数学的・情報科学的な論理構造を⾒つけ出すことができる。また、｢論理的

に考える⼒｣の社会的意義を評価し、研究、教育あるいは産業界に役⽴てることが

できる。

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない
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DP達成度（理⼯学研究科物理科学コース）

33.3%

33.3%

83.3%

33.3%

33.3%

16.7%

33.3%

33.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

1．（科学的分析⼒)物理学に関する⾼度な専⾨知識・技能が⾝についている。ま

た、これらの知識・技能に基づいて、物理学的課題を⾒つけ出すことができる。

2．（科学的解決⼒)物理学の⾼度な専⾨知識と技能を社会の様々な課題に応⽤し、

その科学的解決の主導、発信をすることができる。

3．（科学・科学技術に対する評価⼒)⽂化⽂明に展開される科学・科学技術を、⼈

間、社会および地球環境との調和の観点から評価することができる。

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない

DP達成度（理⼯学研究科分⼦科学コース）

16.7%

16.7%

16.7%

16.7%

16.7%

16.7%

33.3%

50.0%

33.3%

16.7%

16.7%

16.7%

16.7%

16.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

1．（科学的知性）化学の⾼度な専⾨知識と技能を修得して体系化できており、そ

れを基盤にして国内外の様々な場⾯において、協働して科学・科学技術的課題を洗

い出すことができる。

2．（科学的解決⼒）科学的原理に遡って社会の様々な課題の本質を分析し、化学

の⾼度な専⾨知識と技能に基づく調査・研究を通じて、課題解決の主導、発信をす

ることができる。

3．（科学･科学技術に対する評価⼒）社会、⽂化、地球環境の観点から科学・科学

技術の役割と責任を論じ、評価することができる。

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない
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DP達成度（理⼯学研究科⽣物環境科学コース）

25.0%

50.0%

50.0%

50.0%

50.0%

25.0%

25.0%

25.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

1．（科学的知性)⽣命現象や地球環境に関する⾼度な専⾨知識と技能を修得して体

系化できており、それを基盤にして国内外の様々な場⾯において、協働して科学・

科学技術的課題を洗い出すことができる。

2．（科学的解決⼒)科学的原理に遡って社会の様々な課題の本質を分析し、⽣命現

象や地球環境に関する⾼度な専⾨知識と技能に基づく調査・研究を通じて、課題解

決の主導、発信をすることができる。

3．（科学・科学技術に対する評価⼒)社会、⽂化、地球環境の観点から、専⾨的知

識と技能に基づき、科学・科学技術の役割と責任を論じ、評価することができる。

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない

DP達成度（理⼯学研究科地球進化学コース）

33.3%

66.7% 33.3%

66.7%

33.3% 33.3% 33.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

1．（科学的知性）地球科学を中⼼に⾼度な専⾨知識と分析・実験技能を⾝につ

け、国際的な視点で地球科学に関連する課題を発⾒することができる。

2．（科学的解決⼒）地球科学に関連する事象に関する課題を科学的な原理・原則

に基づいて解決に導き、国際的な場で発信することができる。

3．（科学・科学技術に対する評価⼒）⾼度な地球科学的分析能⼒・探求⼒に基づ

いて、科学的事象を客観的に評価することができる。また、⾝に付けた地球科学的

素養や研究成果を⼈間、社会および地球環境の調和に役⽴てることができる。

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない
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DP達成度（理⼯学研究科機械⼯学コース）

9.1%

9.1%

9.1%

9.1%

22.7%

27.3%

9.1%

13.6%

59.1%

50.0%

59.1%

68.2%

4.5%

9.1%

4.5%

4.5%

4.5%

4.5%

4.5%

13.6%

4.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

1．専⾨家としての⾃⽴ 機械⼯学分野における専⾨的かつ体系的な知識と技能を

有する⾼度技術者、研究者として⾃⽴的に発展することができる。

2．実践⼒ ⾼度な基礎科学、専⾨知識およびコミュニケーション能⼒を活⽤する

ことによって機械技術をはじめとした幅広い課題に対処することができる。

3．科学の普及 多⾯的な視点から⼈間と機械および社会との協調について考え

て、研究成果を社会に還元することにより科学技術の普及を助けることができる。

4．⾃⼰評価能⼒ ⾃らの 成果である機械技術について、社会と⾃然に及ぼす効果

を理解しながら、倫理観のある技術者・研究者として評価することができる。

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない

DP達成度（理⼯学研究科環境建設コース）

18.2%

18.2%

18.2%

36.4%

36.4%

45.5%

45.5%

36.4%

36.4%

9.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

1．地球的視点と調和指向の能⼒、持続可能な社会を築くためのデザイン能⼒およ

び⾃然環境と防災に対処できる総合的能⼒を持つ

2．科学技術の急速な進歩や価値観の多様化などの多⾯的な要素の柔軟かつ的確に

適応できる能⼒と幅広い総合的視野を持つ

3．多⾯的に問題を捉え、⾃ら持続して学習し、協同して計画的に問題解決するこ

とができる

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない
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DP達成度（理⼯学研究科機能材料コース）

41.7%

16.7%

25.0%

8.3%

41.7%

50.0%

58.3%

66.7%

8.3%

25.0%

8.3%

8.3% 8.3%

8.3%

8.3%

8.3%

8.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１．学部学科である機能材料⼯学科を基礎として、材料⼯学に関する幅広い学問的

素養および専⾨知識を活⽤できる基礎技能を持つ。(知識・理解)

２．世界的視野を持って、⾃ら課題を設定し、⾃らの思考と⾏動で問題を解決でき

る課題探求能⼒を持つ。(関⼼・思考)

３．⾃らの能⼒を⾃発的・継続的に向上させ、材料技術者・研究者として⾃⽴し、

成⻑できるための能⼒を持つ。(意欲・態度)

４．国際化に対応できるように、英語を⽤いて論理的に表現する基礎技能を持つ。

(技能・表現)

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない

DP達成度（理⼯学研究科応⽤化学コース）
14.3%

19.0%

14.3%

23.8%

19.0%

4.8%

14.3%

14.3%

23.8%

23.8%

23.8%

28.6%

28.6%

14.3%

33.3%

28.6%

42.9%

42.9%

57.1%

38.1%

38.1%

47.6%

47.6%

52.4%

14.3%

9.5%

4.8%

4.8%

14.3%

4.8%

4.8%

4.8%

14.3%

4.8%

4.8%

4.8%

4.8%

4.8%

4.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１．応⽤化学分野に関する⾼度で深い専⾨知識や技術を習得し、それらを化学技術

の発展のために応⽤することができる（専⾨家としての⾃⽴）

２．融合領域・学際領域の知識や技能について興味をもち、専⾨知識と相互に関連

づけながらオリジナルな考えを提⽰することができる（専⾨家としての⾃⽴）

３．問題を認識して⾃らテーマを設定し、調査・分析を⾏い、結果を広い視野と論

理的思考をもって考察・判断することで、有効な解決⽅法を提⽰することができ…

４．⽂章や⼝頭において、⾃らの思考・判断のプロセスや成果を論理的にかつ明瞭

に説明・伝達するための⾼度なコミュニケーション能⼒とプレゼンテーション能…

５．技術者・研究者として⾼い創造性・独創性・柔軟性・倫理性・協調性をもち、

習得した専⾨知識を国際社会や地域社会の中で活かすことができる（実践⼒）

６．国際社会で⾃らの専⾨⼒を活かすために必要な英語⼒を有している（実践⼒）

７．社会の⼀員であることの⾃覚と誇りを持ち、社会の⼈々の理解と地球環境との

調和を意識しながら、化学技術の活⽤の促進に寄与することができる（科学の普…

８．⾃⾝の研究成果を実社会との関わりの中で検証し、理性的・論理的、時には批

判的に分析・評価することができる（⾃⼰評価能⼒）

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない
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DP達成度（理⼯学研究科電気電⼦⼯学コース）

18.8%

18.8%

31.3%

18.8%

50.0%

50.0%

43.8%

50.0%

31.3%

31.3%

25.0%

6.3% 12.5% 12.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１．電気・電⼦⼯学分野の⾼度な専⾨知識を系統的に修得し、それらを柔軟に応⽤

できる。

２．最先端の電気電⼦分野の研究の⽅法論、研究実施能⼒、問題解決能⼒を⾝につ

け、研究を⾃⽴的に進めることができる。

３．研究課題やその動機や問題点、試みた解決⽅法、結果及び結論をわかりやすく

伝え、定量的かつ科学的な議論を展開することができる。

４．社会の中核として活躍できる技術者・研究者として、⾼い倫理観と責任感をも

ち、⼈々の幸福な⽣活を願い、エネルギー問題、環境問題等、社会が抱えるさまざ

まな問題の解決のために、科学技術を応⽤することに情熱をそそぐことができる。

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない

DP達成度（理⼯学研究科情報⼯学コース）

11.1%

11.1%

44.4%

44.4%

33.3%

44.4%

44.4%

55.6%

55.6%

44.4%

11.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１．情報⼯学分野における⾼度な専⾨知識と技能を持った技術者、研究者として⽣

きることができる。

２．修得した知識と技能を様々な問題に適⽤し、解決することができる。

３．⾼度な専⾨知識と広い分野の知識を⾃律的に学習し、必要とされる課題を⾃ら

探求することができる。

４．広い視野と⾼い倫理観を持って⾃⼰と社会の問題を考察、評価することができ

る。

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない

-15-



愛⼤トランスファラブルスキル（農学研究科）

12.0%

16.0%

24.0%

12.0%

8.0%

20.0%

40.0%

28.0%

40.0%

32.0%

52.0%

36.0%

48.0%

48.0%

60.0%

4.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

1) 組織や社会の⼀員としてリーダーシップを発揮する能⼒

2） 個々の多様性を尊重してコミュニケーションする能⼒

3） 専⾨性を活かして問題解決をする能⼒

4) 専⾨性を活かして⾃分のキャリアを形成する能⼒

5) 専⾨性を有する者として倫理的な⾔動をとる能⼒

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない

DP達成度（農学研究科⾷料⽣産学専攻）

50.0%

50.0%

50.0%

100.0%

100.0%

50.0%

50.0%

50.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

（知識・技能・理解）⽣物⽣産技術の開発と安全・安⼼な⾷料の安定供給に関する

⾼度な専⾨知識と技術を修得している。また、これらを⽤いるための⾼い倫理観を

⾝につけている。

（思考・判断）⾃然と共⽣する持続可能な社会の構築の観点から、地域社会や国際

社会における⾷料、⽣命、環境に関連する諸課題、特に⾷料に関連する諸課題の原

因を論理的考察に基づいて説明し、有効な解決策を⾒出すことができる。

（興味・関⼼・意欲）上記の諸課題への関⼼と⾝に付けた⾼度な知識や技能をこれ

らの解決に役⽴てたいという意欲をもち、⾼い倫理性をもって、課題解決のための

⾏動を⾃律的・継続的にとることができる。

（表現）⾼度なプレゼンテーション能⼒と⾼いコミュニケーション能⼒をもち、⾃

らの論理的な思考・判断のプロセスや結果を適切に説明することができる。

（主体性・協働性）優れた主体性・協働性を発揮し、上記の諸課題を解決すること

ができる。

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない
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DP達成度（農学研究科⽣命機能学専攻）

8.3%

16.7%

50.0%

33.3%

33.3%

41.7%

16.7%

50.0%

66.7%

58.3%

58.3%

58.3% 8.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

（知識・技能・理解）⽣命機能の解明と⽣物資源の利⽤に関する⾼度な専⾨知識と

技術を修得している。また、これらを⽤いるための⾼い倫理観を⾝につけている。

（思考・判断）⾃然と共⽣する持続可能な社会の構築の観点から、地域社会や国際

社会における⾷料、⽣命、環境に関連する諸課題、特に⽣命に関連する諸課題の原

因を論理的考察に基づいて説明し、有効な解決策を⾒出すことができる。

（興味・関⼼・意欲）上記の諸課題への関⼼と⾝に付けた⾼度な知識や技能をこれ

らの解決に役⽴てたいという意欲をもち、⾼い倫理性をもって、課題解決のための

⾏動を⾃律的・継続的にとることができる。

（表現）⾼度なプレゼンテーション能⼒と⾼いコミュニケーション能⼒をもち、⾃

らの論理的な思考・判断のプロセスや結果を適切に説明することができる。

（主体性・協働性）優れた主体性・協働性を発揮し、上記の諸課題を解決すること

ができる。

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない

DP達成度（農学研究科⽣物環境学専攻）

9.1%

18.2%

36.4%

36.4%

54.5%

18.2%

45.5%

63.6%

45.5%

45.5%

54.5%

54.5%

9.1%

9.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

（知識・技能・理解）⽣物環境の創造・修復・保全・管理・利⽤に関する⾼度な専

⾨知識と技術を修得している。また、これらを⽤いるための⾼い倫理観を⾝につけ

ている。

（思考・判断）⾃然と共⽣する持続可能な社会の構築の観点から、地域社会や国際

社会における⾷料、⽣命、環境に関連する諸課題、特に環境に関連する諸課題の原

因を論理的考察に基づいて説明し、有効な解決策を⾒出すことができる。

（興味・関⼼・意欲）上記の諸課題への関⼼と⾝に付けた⾼度な知識や技能をこれ

らの解決に役⽴てたいという意欲をもち、⾼い倫理性をもって、課題解決のための

⾏動を⾃律的・継続的にとることができる。

（表現）⾼度なプレゼンテーション能⼒と⾼いコミュニケーション能⼒をもち、⾃

らの論理的な思考・判断のプロセスや結果を適切に説明することができる。

（主体性・協働性）優れた主体性・協働性を発揮し、上記の諸課題を解決すること

ができる。

とても⾝についた ⾝についた ある程度⾝についた ⾝についていない 全く⾝についていない わからない
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